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1　はじめに
　2012年5月にオープンした新和泉図書館は、学内だけでなく、一般の新
聞などでもしきりに取り上げられ、話題となっている。開放感を感じさせ
るエントランス、遊び心のある楽しいインテリアなどが、文字通り、誰も
が「入ってみたくなる」雰囲気を醸している。奥行きのある閲覧フロアは
図書の森となっており、深く分け入って進むと重厚でアカデミックな空間
へと変貌してゆく。この新図書館を話題にしている新聞記事を偶然目にす
ると、開館までの長い道のりを歩んでこられた多くの関係者のご苦労を、
っい思い起こしてしまう。長期に渡ったこのプロジェクトを完遂するため
の推進役となられた方々にまず深く御礼を申し上げたい。
　ご縁あって私自身、新図書館の基本コンセプト作成に携わらせていただ
いた。不慣れな仕事で苦労が多かった、というより、まわりの方々に多大
なご苦労をおかけしていた。多くの同僚・関係職員の協力の賜物として、
＊ひろさわ・えりこ／明治大学商学部教授
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2008年夏に基本コンセプトを作成し、建設委員会に提出することができた。
あの夏もひどく暑かったことをよく覚えている。2012年の新図書館開館の
とき、図書館の執行部を離れてすでに4年が経過しており、私は必ずしも
新図書館完成の道のりを完全に伴走しきったわけではない。この原稿をお
引き受けしたけれども、どのようなことを書いたら良いのかしばらく考え
がまとまらなかった。そのようなわけで、基本コンセプトの内容を多少ふ
り返ったり、新図書館を実際に利用してみての感想を織り交ぜたりしなが
ら、つれづれに筆を進めることをお許しいただければと思う。
2架け橋のこと
　2012年4月末の開館セレモニーに参加したとき、私は恥ずかしながら初
めて基本コンセプトがどのように活用されるものなのか、実感を持って理
解する機会を得たと思う。それはとりわけ、設計を担当された方のスピー
チを拝聴したときのことだった。新図書館の最上部にはアーチのような形
をした屋根が設けられているのが、基本コンセプトのキーワードである「架
け橋」をイメージしたものであると説明されたのだった。
　基本コンセプト文書は新図書館がどのような理念のもとに、どのような
施設・設備を備えるぺきかを記した簡潔な文書であったが、成立の背景に
は専門部会の議論もさることながら、図書館や学内における長年の議論の
積み上げがあった。
　その基本コンセプト文書の筆頭に掲げられた、新図書館の「基本理念」は、
「人と人・人と情報を結ぶ『架け橋（LIAISON・リエゾン）』」となっていた。
いささか固い、大学図書館らしいモットーだったとは思うが、単に図書や
情報が集められ、それが利用者に機能的に提供されるだけの空間ではもは
やなく、そこに人が行き交い、創造的・国際的な交流が生まれることを重
視した図書館を目指してのことである。図書館を訪れるさまざまな人同士
の交流、知識や情報を介して生まれる新しいコミュニケーション、明治大
学で学んだ先輩たちと後輩たちとの世代を超えた関係づくり、そうした動
的・発展的なものの「架け橋」となるような新しい時代の図書館であって
ほしい、という意味での基本理念だったと私は理解している。
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　実を言えば、「架け橋」というものはあくまでも「理念」であって、図書
館建築のなかで実体として表現可能であるかどうか、基本コンセプトを作っ
ているときには深く考えもしなかった。また、そのような形状を組み込む
ことの強い必要性も感じてはいなかった。しかし、完成した図書館の外観や、
内部の施設を基本理念と照らし合わせてみると、建物や空間を言葉できち
んと意味づけることがいかに重要か、あらためて思い知った。というのも、
私にとっては2012年4月以来、甲州街道をまたぐ歩道橋の上から新図書館
の外観を眺めるたびに、「架け橋」という言葉が忘れられないものになって
しまったからだ。「屋根」のことにかなりの語数を費やしてしまったが、も
ちろんそれだけではない。図書館ホールや各種閲覧室など、新図書館内部
の多様な空間・施設についても、一人で机に向かう学習に加え、語らいな
がらの学びや、学内外の人々との創造的な交流のために存在しているのだ
と、心に刻むことができるようになった。
3　図書館ホールでの交流
　開館から1年弱の間、新図書館の「利用者」としての私は、まだ十分に
施設を使い尽くしたとは言えない状態である。むしろ、2012年度はかなり
偏った形で図書館を活用させていただいたと言うべきだろう。文献の借り
出しなどは従来と変わらずの利用法だったが、5月と10月の2回、商学部
の催し物で図書館ホールをお借りし、これが今年度最も印象深い図書館利
用になったのだった。
　ここでは、5月の講演会にっいて少し触れておきたい。2012年度、商学
部では社会で活躍する商学部OBと現役学生を結ぶ試みとして、　OBによる
講演会を実施した。その第一弾が、5月に開催された吉田菊次郎氏講演会だっ
た。吉田氏は日本洋菓子界のみならず国際的にも著名なパティシエとして、
また有名洋菓子会社経営者として、世界を舞台に日夜活躍している。100冊
を超える洋菓子関連の本の著者でもあって、本の世界とも非常に縁が深い。
こうしたゲストのために、開館直後の新図書館ホールを利用させていただ
くことができたのはとても幸いだった。
　講演は「人はお菓子に夢を見る」という、お菓子の世界に生きている吉
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田氏ならではの、人生のほろ苦さとすばらしさを一言で表現するようなタ
イトルで行われた。本学商学部卒業後、ヨーロッパでの職人修行に懸命に
取り組んだ青春時代のお話から、多くの人との交わりを大切にしながら切
り開いてきたご自身の半生を、温かい口調で楽しく語ってくださった。和
泉図書館のご厚意で、会場には、吉田氏から寄贈を受けた60冊以上の図書
を移動式の書架に収めて展示していただいた。そのおかげで、講演会後は、
学生たちがその本を手に取りながら、吉田氏と言葉を交わす姿が目につい
た。明治大学の卒業生と現役学生たちとのつながりが、このような講演会
や著書を通じて活発になるのであれば、一つの有益な図書館利用と言える
のではないだろうか。図書館ホールの木目調の美しい空間が、人間味あふ
れる講演会を引き立ててくれていた。
4今後の発展にむけて
　和泉図書館の歴史を振り返ると、原点は1934年に予科図書室が開室した
ことだった。1939年には予科学生の寄付によって予科図書館が竣工してい
る。その後、戦後間もない1950年に元予科長小林秀穂教授の旧蔵書をもと
に小林文庫が創設され、今日の「日本近代文学文庫」の出発点になったこ
とは改めて言うまでもない。その後、時代の流れとともに、学習支援や社
会貢献という新たな課題に明治大学図書館は積極的に取り組み、新和泉図
書館はそうした取り組みの成果として生まれたとも言える。大学の学びの
基礎となる図書館利用法を総合講座として学生に提供する「図書館活用法」
も、新和泉図書館の完成により、これまでにも増して充実が図られるもの
と期待される。
　図書館といえば、学習支援や研究支援など、さまざまなサービスが提供
されるところだと当然のように思ってしまう。利用者はそのサービスを享
受し、消費するのかもしれない。しかし、予科学生の寄付で予科図書館が
つくられたように、今日の和泉図書館も明治大学の成員が協力してつくっ
ていることに変わりはない。教員としては、新図書館を宝の持ち腐れにし
ないよう、学生たちをしばしば図書館へと向かわせる仕掛けづくりを、授
業などを通じて実践する必要があると思う。また、図書館運営については
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図書館を中心に、学生・教職員の多様な意見がオープンに取り入れられ、
交換される体制をこれまでと同様に堅持していってほしい。
　図書館があるからこそ生まれるさまざまな成果物は数多い。しかしその
成果を数字で表すのはとても難しいことだ。ましてや、図書館をきっかけ
として生まれた人的交流はどのように図書館の評価へと結びつけられるの
だろうか。新図書館が生み出す新たな教育効果や付加価値を、何らかの形
で積極的に発信していくことがとても大切ではないかと思う。また、新和
泉図書館が今何に取り組んでいるかといった具体的なメッセージが定期的
に学内外に伝えられることも、明治大学における新和泉図書館の個性を確
立するうえで重要だと思われる。新図書館建設中、プレハブの仮図書館に
おいてもサービスの質を落とさなかった和泉図書館のスピリットを、ぜひ
新図書館から強く打ち出してほしいと思う。新図書館の「理念」は新図書
館竣工とともに形となって目に見えるようになったが、その本当の実現は、
図書館に携わる教職員のたゆみない活動の中にある。
　開館2年目となる2013年度には、私自身、新図書館の細部までを極めら
れるよう、色々な機会をとらえて利用に励みたい。
　和泉図書館のますますのご発展を祈念しております。
（以上）
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